
下水道技術検討委員会は、本市下水道事業について専門的な検討を行うため、
外部有識者（5名）より構成。

※

 ■ 計画期間

※赤字は目標値達成見込

Ⅵ 経営基盤の強化・効率化

企業債現債高の縮減 4,788億円 16%削減20%削減

Ⅴ 地球温暖化防止に向けた取り組み

温室効果ガス排出量の削減
H14年度

実績値以下
H16年度

実績値以下
H16年度

実績値以下

Ⅳ 下水道資源の有効利用

再生水利用下水道事業の推進
（供給区域面積）

1,165ha 1,457ha1,491ha

供用開始済

博多駅周辺地区の分流化（約300ha） 142ha 273ha完了

Ⅲ 清らかな水環境の創造

下水道計画区域内の人口普及率 99.5% 99.6%99.6%

新西部水処理センターの整備推進 整備 供用開始済

２．策定スケジュール
アセットマネジメント実行計画の策定 検討 策定済策定

水処理センターの耐震対策 （土木） 2施設 5施設5施設

主要施設
完成完了

下水道管路の耐震対策

●災害リスクの増大
・浸水被害の軽減
・大規模地震への対応
　

●老朽化施設の増加
・アセットマネジメント
　の推進
・中部水処理センター
　関連施設の再構築

●地球環境の保全
・博多湾の水質保全
・下水道資源の有効利用
・地球温暖化対策

●人口減少・少子高齢
　化への対応
・経営基盤の強化

●市民理解の推進
・「見える化」の推進

●新たなﾆｰｽﾞへの対応
・国際貢献・ビジネス展開
・周辺自治体等との連携
・人材育成・確保

雨水整備緊急計画重点59地区着手 55地区 59地区59地区

雨水整備ﾚｲﾝﾎﾞｰﾌﾟﾗﾝ博多の推進 整備中

- ㎞ 53㎞61㎞

ポンプ場の耐震対策 （土木） 17施設 34施設37施設

Ⅱ 下水道機能の維持・向上

　新しい福岡市下水道ビジョンについて

１．計画の位置付けと計画期間 ３．福岡市下水道ビジョン2018の進捗状況

■現ビジョンにおける「基本理念」と施策目標

１０年間の施策目標

■現ビジョンにおける成果指標と進捗状況

Ⅰ 災害に強い下水道 H20年度末
H28年度末

予定
H30目標値 今後の課題

 ■ 位置付け

基本理念 人と自然を守り、くらしをささえる下水道

Ⅰ 災害に強い下水道

Ⅱ 下水道機能の維持・向上

Ⅲ 清らかな水環境の創造

Ⅳ 下水道資源の有効利用

Ⅴ 地球温暖化防止に向けた取組み

Ⅵ 経営基盤の強化・効率化

本ビジョンは，本市の上位計画である

「福岡市総合計画」の「福岡市基本構想」及び

「第９次福岡市基本計画」を下水道分野から，

総合的・計画的に推進するための基本計画とし

て位置づけるもの。

現下水道ビジョンの進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ，概ね５０年後の

長期的な視点から目指すべき将来像を描き，それを達成するため，１０年間（平成

29年～38年度）の具体的施策や成果指標を明確化し，適切な事業運営を図るもの。

下水道分野における基本計画

福岡市下水道ビジョン

基本構想

「福岡市基本構想」

基本計画

「第９次 福岡市基本計画」
10年間の長期計画

総
合
計
画

H21 H29 H30 H38 ～H78

計
画
期
間 下水道ビジョン2018 下水道ビジョン2026

基本理念と目指すべき将来像
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　新しい福岡市下水道ビジョンについて

４．長期ビジョン【「基本理念」と「目指すべき将来像」】 ６．代表的な主要施策

５．中期計画　【１０年間（平成２９年～３８年度）】

　長期ビジョンの実現に向け，中期計画として今後10年間（平成29～38年度）に
取組む施策目標と主要施策を下記のとおり，とりまとめたもの。

　災害リスクの増大や少子高齢化などの社会経済情勢の変化や施設の老朽化等，今
後の課題を踏まえ，重要な社会基盤として下水道が持つ使命と役割を持続的に果た
すため，概ね５０年後のあるべき姿として，「基本理念」と「目指すべき将来像」
を下記のとおり，とりまとめたもの。

Ⅰ-２ 下水道施設の適切な維持管理・更新

Ⅰ-１ 主要施設の再構築

Ⅱ-１ 浸水対策の推進

Ⅳ-２ 下水汚泥等の有効利用

Ⅵ-３ 国際貢献・ビジネス展開の推進

JICA草の根技術協力事業

（ミャンマー・ヤンゴン市）

中部水処理センター

水素ステーション

中部2号幹線

Ⅱ-２ 地震対策の推進

時代の変化を先取りし、くらしを⽀え続ける下⽔道

1
❖ 持続可能な次世代下⽔道への進化
❖ 最適な下⽔道サービスの提供
❖ 災害に強い強靭な下⽔道

⽬指すべき
将来像

ポテンシャルを活かし、豊かな環境を創出する下⽔道

2
❖ 健全な⽔環境の創出
❖ ⽔・資源・エネルギーの供給拠点
❖ 低炭素・循環型社会の実現

⽬指すべき

将来像

新たな価値の創造へ、チャレンジする下⽔道

3
❖ ⾒える・魅せる下⽔道
❖ 地域を引っ張る下⽔道のリーダー都市
❖ 世界をリードする技術開発拠点
❖ 国際貢献・⽔ビジネスのハブ都市

⽬指すべき

将来像

基本
理念 『快適なくらしを守り、都市の魅⼒を⾼め、未来につなげる下⽔道』

中部水処理センター関連施設の再構築について、大規模

地震等の非常時対応も考慮したネットワークの構築など，

フレキシブルで持続可能な下水道システムの構築を目標と

し，総合的な視点で検討する。

事故の未然防止やライフサイクルコストの最小化，事業費

の平準化を図るため，アセットマネジメントを推進する。

• レインボープラン天神の第１期事業（59.1mm/hr対応）を

推進するとともに，引き続き，第２期事業（79.5㎜/hr対

応）へ着手する。

• 雨水整備Doプランの重点地区の整備を進めるとともに，

更なる浸水対策の推進のため，「雨水整備計画Doプラン」

の見直しを行う。

• 重要な幹線管路や水処理センター・ポンプ場の耐震化を

進める。

• 被災した場合でも，下水道機能の確保，早期復旧を可能

にするため，下水道ＢＣＰ（業務継続計画）を充実・強

化する。

• 下水再生資源化リーダー都市を目指し，西部水処理セン

ターの汚泥焼却施設の更新に合せ，汚泥燃料化施設の

導入について検討を進める。

• 下水熱利用など，下水道のポテンシャルの新たな活用に

ついて検討する。

Ⅲ-２ 合流式下水道の改善
平成35年度までの対策完了を目指し，博多駅周辺地区，

天神周辺地区の分流化を推進するとともに，合流式下水

道改善計画を見直し，対策を推進する。

ミャンマーやフィジー等との関係を強化するとともに，

新たな国との関係構築を検討し，官民連携によるビジネ

ス展開を推進する。

Ⅴ-２ 「見える化」の推進
ホームページやポスター等による広報の充実を図るとと

もに，多様な媒体による幅広い広報に取組む。

マンホールカード

広報ポスター

熊本地震（益城町）管渠被災状況

施設間ネットワークのイメージ
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